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１．はじめに 

2 0 0 2 年,現在から 20 年前の日本モンテ

ッソーリ学会シンポジウムで「イタリア

文化」について議論され,我が国を代表さ

れるイタリア教育史の研究者である前之

園幸一郎氏を始め,オムリ慶子氏,モンテ

ッソーリ教育コンサルティング伊藤初美

氏,その他,司会を務められたモンテッソ

ーリ教師の書かれたシンポジウム概要を

当時,公立幼稚園で拝読させていただいた
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ことがある。イタリア文化と児童文化,モ

ンテッソーリ教育学とファンタジーへの

関心と追求から,本稿でこのテーマを探求

することにした。 

モンテッソーリ教育学は，イタリアの

女性博士 M a r i a  M o n t e s s o r i（ 1 8 7 0 - 1 9 5 2）

が, 20 世紀初頭，こどもの心を重んずる

新たな思想を提唱した。仮にモンテッソ

ーリ教育学が乳幼児教育の基礎的部分と

関連性を持ち,こどもを育成する本質を見

極めているとするなら,マリア・モンテッ

ソーリが発達に遅れのあるこどもの研究

を確立していったイタリアの国について

関心を深めることには意義があると考え

た。さらに,「ファンタジー」という言葉

の持つ神秘と歴史の繋がりについて,日本

モンテッソーリ学会シンポジウムの資料

を参考にもしながら,モンテッソーリ教育

学を追行するイタリア文化と児童文化の

中から考察していきたい。 

 

２．イタリア国の信仰と祈り 

 ローマのサン・ピエトロ大聖堂に象徴

されているように ,イタリアはカトリック

信仰の盛んな国であり ,都市や街の至る所

に教会が位置されている。カトリック信

仰の主の祈りが日々の生活に欠かせない。  

フレンツェのサンタマリア寺院を再現す

るかのように現代の日本のモンテッソー

リ幼児園では聖フランチェスコ（ 11 8 2 -

1 2 2 6）の次のような祈りの言葉が引き継

がれている。  

 

 『主よ ,イエスキリストよ ,私を主の平和

の道具としてお使いください。悲しみの

ある所に喜びを ,憎しみのある所に愛を ,暗

闇のある所に光をも散らすことができま

すように』 ,『慰められることよりも慰め

ることを ,理解されることよりも理解する

ことを ,愛されることよりも愛することを ,

主よ ,私が望むようにさせてください』  

 
 祈りの言葉は ,カトリック教会やモンテ

ッソーリ幼児園だけでなく ,今もイタリア

における自主的ボランティアの精神とし

て ,フレンツェ市の M i s e r i c o r d i a（ミゼリ

コルディア）を拠点として息づいている。

可哀想な人に「M i s e r i」 ,人間の優しい魂

を「 c o r」 ,与えなさい「 d i a」 ,の持つ意味

を幼いこども達も吸収しながら正常化を

遂げていったのであろう。  

 
 さらに ,  モンテッソーリ教育史の先駆者

である前之園幸一郎氏は ,ルネサンス期に

おける文化的繁栄の栄光の裏側に陽の光

の当たらない問題が起きていたことを指

摘した。イタリア国の信仰と祈りの陰に

潜む痛ましい出来事の一つに ,赤ん坊の捨

て子が頻繁に起こる事件があった。新生

児は早く見つけてもらわなければ命を亡

くすこともあり ,援助の手が必要な時代で

あった。現代からおおよそ 8 0 年以前の出

来事ではあるが ,赤ちゃんポストのような

捨て子のための養育院がフレンツェ市に

存在したことも事実のようである。しか

し ,当 時 の赤ん坊の捨て 子 は ,現 代社会 の

「こども虐待」とは ,異なるものであり ,生

活が貧しく ,赤ん坊を育てられないことに
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悩み抜いた母親が深い愛情を持ちながら

も我が子を捨てなければならなかった。

母親の中には,赤ん坊の掌に名前を刻んで

いた者や,マリア像を傍に置いていた者も

いたようである。 

イタリア文化で肯定されるファンタジ

ーとは,現実的であり,視覚的な要素が強

いと言われている。信仰と祈りの根底に,

マリア・モンテッソーリが願ったような

「こども中心であること」,「こども自身

が幸せであること」の実現が,信仰や祈り

により叶えられる機会が少なかったこと

もその理由の一つではないかと考える。 

 

3．ファンタジーの捉えと歴史  

ファンタジーの捉えは曖昧であるが，

ファンタジーとは何かというと，空想・

幻想・超自然的な事象，プロットの主要

な要素を意味する。国語辞典では，幻想

曲・幻想的な文学を扱った作品などを指

している。ファンタジーの漠然とした傾

向としては，作品の魔法などの空想的な

要素も該当し，現実にはありえなくとも

まとまりを持った設定として導入されて

おり，時に，神話や伝承などから得られ

た着想が一貫した主題となっていること

が挙げられる。場合によっては，ファン

タジー的な要素はどのような位置にあっ

てもかまわない。隠されていても表面上

は普通の世界設定の中に漏れ出す形でも

ファンタジー的な世界に人物を引き込む

形でもそのような要素が世界の一部とな

っているファンタジー世界の中で全てが

起こる形でもありうる 1 )。ファンタジー

を架空とし , 世界的な作品とするサイエン

ス・ファンタジー（ S F ）をファンタジー

に含める考え方もあるようだが , S F とファ

ンタジーの作品をどちらも発表する作家

たちは， S F はファンタジーのサブジャン

ルであると述べられる。反対に , 文学にお

けるファンタジーは , 大人向けのものとも

捉えられる歴史的な経緯からファンタジ

ーを S F の一部であるという考え方も存在

し た 。 サ イ エ ンス・ フ ィ ク ション 研 究

家 , S F 作家のブライアン・オールディスが

この見解を持っている。ファンタジー的

（ファンタジーの性質をもつ，幻想的）

を意味する英語の形容詞では , 「ファンタ

スティック」（ f a n t a s t i c）  ，「ファンタ

スティカル」（ f a n t a s t i c a l）  であり，日

本語圏で使われる「ファンタジック」と

いう語彙は本来の英語では誤りと言える

和製英語である 2 )。   

さて , ファンタジーと分類される作品が文

学の世界に誕生してから , 歴史を遡りその

流れについて調べていく。本稿では , ファ

ンタジーを含む作品ではなく , ファンタジ

ー作品と人々から理解される児童文化作

品に視点を当て , 考察していきたい。始ま

りは , 1 9 世紀初頭 , グリム兄弟が執筆した

『こどもと家庭のためのグリム童話集』

で あ る 。 時 代 の変容に伴い , こ の頃か ら

「こども」という概念が誕生した。幼児

は ,小さな大人ではなく , 大人が養育し , 保

護するべき存在となった。その後 , 1 9 世紀

後半まで ,デンマークの国でアンデルセン

が数々の児童文化「童話集」を発表して

いる。イギリス人「ルイス・キャロル」
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は , 1 8 6 5 年に『不思議の国のアリス』を発

刊した。世紀は流れ , 2 0 世紀初頭 , 世界的

に児童文化ブームが訪れる。 1 9 0 0 年にア

メリカの「ボーム」が執筆した『オズの

魔法使い』は , 日本でも有名な童話である。

同年 , イギリスの 「ボタ ー 」 が執筆し た

『ピ ー タ ーラビッ ト のおは な し』 ,続い

て , 1 9 1 1 年にイギリスの「バリ」による

『ピーター・パン』 ,同年 ,イギリスの『ミ

ルン』が世界中のこどもに喜びを与えた

『クマのプーさん』の世界を文学に描い

た。日本の現代社会でいまもなお , こども

達を魅了する児童文化作品の数々が 2 0 世

紀初頭に集中的に発表されている。そし

て ,その中を探っていくと ,作家がイギリス

人に集中していることが理解できる。こ

のことから , 「ファンタジーの国イギリス」

と ,称されたのではないのだろうか。しか

し , ファンタジー反響の拡大した一時から

それらの熱が引くように , ファンタジーそ

のものに距離間を置き , 見つめるような児

童文学が幾つか出現している。では , 日本

における全盛期と言われるファンタジー

ではどのようなものが挙げられるのだろ

うか。本稿では ,宮崎駿（ 1 9 4 1～現在）作

品に着目した。  

『アルプスの少女ハイジ』（ 1 9 7 4） ,『未

来少年コナン』（ 1 9 7 8 ）などの日本アニ

メは人々を魅了し , 一般家庭のこども達が

優しさや不思議さを毎週続きとしてファ

ンタジーを楽しむことができるようにな

った。 1 9 7 9 年 ,『ルパン三世  カリオスト

ロの城』劇場作品もその一作品である。

「アニメージュ」に連載していた『風の

谷のナウ シ カ』は ,宮崎自身が脚本 を描

き , 1 9 8 4 年に映画化した。同作の成功を機

に「スタジオジブリ」を設立し ,『天空の

城ラピュタ』（ 1 9 8 6） ,『となりのトトロ』

（ 1 9 8 8 ） ,『魔女の宅急便』（ 1 9 8 9 ）と

着実にこども達の心を捉え ,ブランドとし

て「ジブリストーリー」を日本中に定着

させた。その後 ,宮崎は監督作品としても

大きな注目を集め ,  2 0 0 1 年には『千と千

尋の神隠し』を発表する。海外でも ,ベル

リン国際映画祭の金熊賞をアニメーショ

ン作品で初めて獲得した。同時に ,米アカ

デミー長編アニメーション部門賞を受賞

し , 2 0 0 5 年のベネチア国際映画祭で名誉金

獅子賞を受賞した。  

その後 ,『ハウルの動く城』（ 2 0 0 4 ） ,

『崖の上のポニョ』（ 2 0 0 8）に続き , 3 度

目のベネチア映画祭出品となった『風立

ちぬ』を最後に長編映画に幕を閉じたが ,

ジブリストーリーにおけるファンタジー

（夢の世界）は ,いまもこどもだけでなく ,

人々に愛され ,夢と希望を運んでいる。  

マリア・モンテッソーリがファンタジ

ーを自己の中に持っていたことは ,彼女の

教育思想の根底に文化的伝統が残る著書

の中から感じ取れる。現在のイタリアは ,

ワイン工房の成功などから活気付いた国

であるが ,第二次世界大戦の最中は生活苦

にあり ,カトリック教会での祈りは ,イタリ

ア人にとって生活に必要であり ,戦争で疲

れ果てた人々が生きていくためのもので

あった。モンテッソーリ教育学の素朴な

ファンタジーは人々に安堵を与えた。  
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以下に,児童文化作品における代表的なものを

「図 1」,「図 2」で紹介する。

 

図 1 :   ライマン・フランク・ボーム『オズの魔法使

い』 ( 1 9 0 0 )イラストレーション W・ W・デンズロー  

h t t p s : / / j a . w i k i p e d i a . o r g / w i k i / % E 3 % 8 3 % 9 5 %

E 3 % 8 2 % A 1 % E 3 % 8 2 % A 4 % E 3 % 8 3 % A B : C o w a r d l y _ l i o n

2 . j p g  

 

 

図 2 :  『ピーター・パン』の映画ポスター ( 1 9 2 4 )  

h t t p s : / / j a . w i k i p e d i a . o r g / w i k i / % E 3 % 8 3 % 9 5 %

E 3 % 8 2 % A 1 % E 3 % 8 2 % A 4 % E 3 % 8 3 % A B : P e t e r _ P a n _ 1 9 2

4 _ m o v i e . j p g  

 

2 0 世紀中期 , （ 1 9 5 0 - 1 9 5 6 ） , 「 C . S . ルイ

ス」が ,『ナルニア国物語』を執筆した。

外観から思想や宗教寄りの傾向が強いと

の憤りがあり , 「フィリップ・プルマン」

（ 1 9 4 6 年-）は，作品にキリスト教的ド

グマの込められた『ナルニア国物語』を

強固に批判した。 1 9 6 0 年代後半 ,「トール

キン」が執筆した『指輪物語』は北米で

人気を得，その影響下で多くのファンタ

ジー作家が登場している。トールキン作

品の影響は文芸以外の形式の表現にも及

んだ。しかし ,作品の評価と後に与えた影

響は，欧州と北米とで，かなり異なって

いる 3 )。 2 0 世紀後半 , 1 9 7 9 年 , ドイツの

「エンデ」は ,『はてしない物語』を公表

したのである。さらに , 現代も生き続ける

児童文学として , 1 9 9 7 年 ,『ハリーポッタ

ー』の続編に結ばれた。  

 

4．  イタリア文化と児童文化  

 イタリアには,イタリアのグリム童話と

称される文学者「イタロ・カルヴィーノ」

の作品集『イタリア民話集』が存在して

いる。中でも,グリム童話の『赤ずきん』

は,有名な童話である。『赤ずきん』に関

する話の内容は,イタリアにおいても地方

において少しずつ変化しているようだが,

グリム童話の『赤ずきん』のように,「病

気のお婆さんのお見舞いに行く」という

ような話ではなく ,「空腹に負けた女の子
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がお婆さんの歯や耳を食べてしまう」 ,あ

る日には ,お爺さんにフライパンを借り ,返

しに行く途中にお腹がすいた女の子はフ

リテッラ菓子を全て食べてしまい ,怒った

お爺さんに食べられてしまう」等 ,リアル

な物語の展開が感じ取れる。欲望を達成

しようとするときに ,人間が戒められるこ

とや災難を招くことの一つに「空腹」と

「食いしん坊」が出現し ,イタリアにおけ

るファンタジーとは ,現実的・具体的であ

り ,視覚的でもあるということがわかる。

歴史的に探っていくと ,イタリアにルネサ

ンスは起こったものの ,宗教改革は起こら

なかったという事実がある。このことは ,

イタリアルネサンスでは ,絵画や彫刻・建

築やオペラ等 ,視覚的に「見える部分」に

ファンタジーが発揮されたが ,北方ルネサ

ンスのように目に「見えない部分」であ

る宗教的な語りは行われなかった。ブル

クハンドがイタリアルネサンスの文化と

して述べているように ,イタリアで当時誕

生したオペラは ,壮大な仕掛けを扱った視

覚的パフォーマンスであったと ,世に引き

継がれている 4 )。  

 ファンタジーをイギリスの児童文化の

中から考えてみると ,一般的に誰もが知っ

ている作品として『不思議な国のアリス』

が浮かび上がってくる。この童話は ,主人

公のアリスがウサギを追いかけて夢の世

界に迷い込み ,様々な不思議な体験をする

内容である。そこに繰り広げられる不思

議な国の出来事やアリスと出会い ,夢を広

げ ,優しい気持ちになれる読者が生まれる。  

 ところが ,イタリアの児童文化では ,大き

な違いがあると言ってよい。イタリアの

代 表作品と 言 え る 児 童 文 化 ,『ピノキ オ

（コッローディ作）』 ,『クオレ（デ・アミ

ーチス）』を例に ,モンテッソーリ教育学者

オムリ慶子氏が語った一説がある。  

『ピノキオとクオレ ,どちらの文学もこど

も達だけのファンタジーが繰り広げられ

るというものではない。親（または ,親代

わりの大人 ,ピノキオの場合は ,父親代わり

のゼペット爺さんと母親代わりの仙女）

が ,物語の随所に登場し ,こどもが間違った

道に入りそうになると叱責したり ,罰を与

えたりしながら ,こどもを正しい方向に導

いていくというものである。この意味か

ら ,イタリアの児童文学は ,空想的・幻想的

（ファンタジー）な文学と言うよりは ,道

徳的 ,教育的なものが入る現実的 ,日常的な

ものということができる 5 )』。  

 

図 3:「イタリア文化とファンタジー」筆者作成  

 

 

 

「ファンタジーは ,人の思考の外部を取り囲んでいる

と考える」 ( 2 0 2 0 年 8 月 ,日本モンテッソーリ (協会 )

学会の発表から )  

 

 

 

道徳性

教訓

ファンタジー
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5．モンテッソーリ教育学とファンタジー 

 マリア・モンテッソーリは,こども中心,

こども主体のモンテッソーリ教育学を世

に引き継いでいる。 

 いま ,日本でモンテッソーリ教育学が重

んじられる理由の一つに,「乳幼児・児童

虐待」が挙げられることがモンテッソー

リのこの短い言葉から感じ取れる。我が

国の親子関係にも問題が生じていること

を文科省が指摘するように,こどもを支え

るべき大人の在り方が問われているので

ある。前節で取り上げた『ピノキオ (コッ

ローディ作 )』 ,『クオレ (デ・アミーチ

ス )』をもう一度取り上げ ,例に挙げると,

親と子の関係性がわかりやすい。イタリ

アでは,この童話のように,こどもの行動

に手出しをし,口を挟むことは一般的に通

常であり,こどもの自主性を尊重し,でき

ることをこどもにさせるのではなく ,過保

護なまでに手出しをする。反対に ,マリ

ア・モンテッソーリが設立したローマの

「こどもの家」では,障害を抱えたこども

も自主性があり,自分の事は自分でしよう

とする。モンテッソーリが,素朴でどちら

かというと地味で目立たない内側の心理

を重んじ ,人間が自分で選択することの自

由を大切にする裏表にイタリアの風潮が

流れていた。選んだ結婚相手も人物決め

を親がする傾向が強いイタリアの風潮か

らは,こどもの世界に夢やファンタジーを

導く事が難しいとも考えられた。 

児童文化は,フレーベルの著書『幼稚園

教育学』の中に体系的に示されている。 

『ボール遊び ,積み木 ,遊戯 ,言葉遊び ,あ

やとり,折り紙 ,お手玉 ,コマ,花壇での花

や野菜の栽培 ,鳥や小動物の飼育と触れ合

い,母親の家事の手伝い』など, 

これらは,「恩物」と言われるものであり,

「神様からのこどもへの贈り物」として

語り継がれている。また,モンテッソーリ

教育学では,遊びを「仕事」と表している。

その教育法としては,人間観察に基づいた

精神科学的方法（哲学的・宗教的視点）

からは,自然科学に通じる科学者の精神と

技術を持ちつつ,人間の内的生命力の発現

を見守り,その実現に向けて援助する教師

の使命を強調している 6 )。 

 

図 4 : フ レ ー ベ ル 『 幼 稚 園 教 育 学 の 中 に 示 さ れ た 恩 物 』

宮 城 教 育 大 学 教 育 学 部 佐 藤 哲 也 氏 指 導 作 成 : 2 0 1 7 年

( 2 0 2 2年 6月「資料」として授業などに提示 )  

 

 

 マリア・モンテッソーリが開発したモ

ンテッソーリ感覚教育遊具では,フレー

ベル思想が影響を与えている。モンテ

ッソーリ教育学は,こどもの潜在能力を

活性化し,引き出すような教育的援助を

提供する教育である。そこには,「新し

く人格形成をしていくこどもの世代に

は宇宙の秩序と調和という統一的な考

「神から子どもへの贈り物」

� 自然現象や自然界に

存在するあらゆるもの

(宇宙・地球・星・月 )等
全てを指す。

立体的恩物 平面的遊戯手段 線上遊具

点状遊具 紙 粘土

＊神様からの子どもへのプレゼント
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えのなかで自己教育を進めていってほ

しい」というマリア・モンテッソーリ

の願いが存在していたのである。 

 

5 . 1  愛 と 悲 し み の フ ァ ン タ ジ ー  

 今年も梅雨が訪れ,灰色の雲が空を流れ

る。この季節になると,筆者が思い描くの

は,日本の文学,市川拓司作 :『いま ,会い

に行きます』という小説である。ストー

リーを簡略し,次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この小説の登場人物の中に「自己」を

発見し,自ら感情を投影できる筆者自身の

『若くして妻の澪を亡くし,６歳の息

子と２人暮らしになった主人公が居

る。 

亡くなる前に澪は「雨の降る季節

になったら,夫と息子の様子を見に来

る」と約束した。そして雨の降るあ

る日,彼女は森の中の洞窟に通じるト

ンネルを通り,白い洋服を纏い夫と息

子の目の前に現れた。不思議な想い

と神秘な感情に戸惑いながらも,家族

は 3人で以前のように暮らし始 

める。しかし,梅雨の季節が終わり,

夏空が広がるようになると,「行かな

ければ」 と ,澪は呟き ,森に歩き出

す。悲しむ夫と息子を置き去りにし

て,さようならを告げる。森の洞窟の

扉は閉じられた』  

 

命を一度亡くした人間が蘇ること

は不可能ではあるが,深い愛によりフ

ァンタジーの中で,実現化される話で

ある。最終的に,主人公は２度も澪を

失うと言う非常に辛い状況に置かれ

る。喪失感を伴う場面も描かれてい 

 

るが,もう一度愛する妻に恋をし,愛

情を確かめ合えたのは幸福とも言え

る。読者は ,主人公の気持ちが純粋

で,切なくなる。この共感は,ファン

タジーの登場人物の中に「自己」を

発見し,自ら感情を投影できるからで

もある。 5 . 1のようなファンタジー小

説における登場人物は,読者側から考

えると「他者」となる。一方 ,ファン

タジーの中の登場人物は,内側の「自

分」と捉えられる。作者は,現実の人

間を観察することから人物像を創る

のではなく ,心の内なる部分で感情を

表出しながら次第に統合へと動いて

いく。心の動きを実体に収めること

が,自己統制と共に神秘な世界へと流

れていく。 

下記に,ファンタジーと自己投影の

道筋を図式に置いた。 

 

図5:「ファンタジーにおける自己意識と 

アイデンティティー」筆者作成 

 

 

上図のように,人間の感情は,自己意識に

より,アイデンティティーを生み出し,自 

己投影をしながらファンタジーの世界に向

かっていく。  

ストーリー

他者と自己

アイデンティティー

自己投影

ファンタジー
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「共感」の部分について ,加えて述べる

と, 6月の雨の季節は,筆者にとって亡くし

た息子への愛と悲しみが同一化するので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 . 2  愛 と 喜 び の フ ァ ン タ ジ ー  

 マリア・モンテッソーリは ,著書『幼児

の秘密』の中に次のようなことを記して

いる。  

 
『私は ,自分の仕事を始めました。私は ,使

える種用穀物を持っています。思うまま

に種まきが出来る豊壌な畑を用立ててい

ただいた農夫のようでした。しかし ,それ

はそうでは無かったのでした。私が畑の

上を触るや否や ,私は穀物ではなく黄金を

発見しました。土は貴重な宝を隠してい

たのです。私は農夫だと思っていたので

すが ,全くそうではないことがわかりまし

た。私はアラジンだったのです。そして ,

自分では知らないまま魔法のランプを両

手で持っていたのでした。それらが私に

隠れた宝への入り口を開いてくれました

7 )』。  

 

 マリア・モンテッソーリは ,著書『幼児

の秘密』の中でまるで幼いこどものよう

な語りをしている。イタリア文化とは異

なる「メルヘンの世界」を楽しみながら ,

愛と喜びがあるファンタジーの世界に生

きた女性であった。  

彼女の教育メソッドには ,幾つかの言語

要素が感じられるが ,思想的なことから総

合して見つめると ,モンテッソーリ・メソ

ッドと宗教教育が存在していたのではな

いのだろうか。このように ,調和的人間形

成を図りながらモンテッソーリ教育学に

おいて神による愛と知性 ,情緒豊かなファ

ンタジーが重んじられたことは ,こどもが

客観的・抽象的思考へと心を開く動機付

けとなり ,後の成長では道徳的な成長を遂

げられるきっかけに結ばれている。  

 

6．考察とまとめ 

 モンテッソーリ教育学がイタリア文化と

児童文化においてファンタジーを積極的

に支持しなかったことの一因として ,イタ

リア語のファンタジー（ f a n t a s i a）が ,幻

覚 ,白昼夢 ,亡霊（ f a n t a s m a）を連想させ ,

創造的意味を持たない傾向があることに

関連しているのではないだろうか。  

 マリア・モンテッソーリは ,研究におい

て現実を土台として発展させていく想像

 

図6:「いま,会いにいきます」筆者作品 

( 2 0 0 2 . 6月)  
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力（ i m m a g i n a z i o n e）を大切にしていた。  

しかし ,イタリアのファンタジーと呼ば

れるものは ,北ヨーロッパのように現実を

超えたところに非日常的な幻想（ファン

タジー）を見るのではなく ,現実を五感と

感覚器官に訴え ,身体表現でダイナミック

に表現する「劇的場面」に自己を置きな

がら非日常化することであった。従って ,

モンテッソーリ教育学にファンタジーが

欠けるという評価は適正ではなく ,表現の

仕方の違いがあり ,愛と夢が込められた幼

子の育ちに重要なファンタジーが存在し

ていたと考える。  

 いま ,私たちが生きている世界は ,魔法の

ような奇跡に満ちている。しかし ,現実は ,

欲望と妬みも存在し ,多重構造の人間模様

がある。私たちの周囲に実在すると言わ

れているもの全てが人間の想いの及ぶも

のばかりではない。宇宙・世界は ,人間の

予測できない範囲が広がっているが ,人間

は自分たちで考え ,創り出していることが

たくさんある。実在する確かなものは ,小

説やドラマよりもはるかに透明で不可解

で不思議なものなのである。  

 我々は ,ファンタジーが現実離れした架

空の世界を描いたものではないことに気

付かされる。ファンタジーとは ,ドラマ化

されたものではなく ,普段何気なく心に描

いていることや ,こうなってほしいと願う

こと ,そして ,起こりうるかもしれない予感

でもある。ときには ,我々の心の現実をす

り抜けた人生の解釈になっていることも

あるだろう。  

 モンテッソーリ教育学とファンタジー

は ,見えないものが見え ,聞こえない声が聞

こえる。もう少し目線を遠くにすると見

えるものでもあり ,聞こえてほしい音楽で

あったりもする。モンテッソーリ教育学

は ,こどもが神秘であり ,奇跡であることを

追求している。ファンタジーと現実社会

は ,その境界が非常に曖昧に感じ取れるた

め ,児童文化では ,童話・紙芝居・絵本・物

語 ,小説 ,伝記など ,それぞれにジャンルを

置きながら ,それぞれの持ち味を大切にし

た伝承を行っている。宗教的な寛容や慈

愛の精神は ,ファンタジーとして児童文化

に引き継がれているように推察する。イ

タリア文化に深く根ざしたこどもへの愛

情は ,本稿で語り尽くせないが ,モンテッソ

ーリ教育学における「自由と秩序」 ,「自

発性の尊重」などの願いは ,ファンタジー

の変容を踏まえながら ,世界中の親子の希

望として光を放っている。  

 

7．おわりに 

 夏が近づく頃になると,筆者が過去に勤

務していた公立幼稚園で虹を見ていたこ

どものことが思い出される。雨上がりの

虹が空にスロープを描くと,それを見てい

たこどもが,「神様が落書きしている！」

と,笑顔で告げた。そのこどもの心に詰ま

ったファンタジーを思い出すのである。 

 心の豊かさとは,園だけでなく ,養育者

の両親からも引き継がれ,ファンタジーを

生むことを考えるとき,「人が人を育てる」

ということの凄さに感動を得る。 
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要 旨 :  モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 学 思 想 の 根 底 に は ， ど の よ う な 文 化 的 伝 統 が 反 映 さ れ て い る の か ?

本 稿 で は ， マ リ ア ・ モ ン テ ッ ソ ー リ の 人 間 を 培 う イ タ リ ア 文 化 の 特 質 を 考 察 し た 。 イ タ リ ア 文 化 で

は ， 児 童 文 化 に お け る フ ァ ン タ ジ ー の 欠 如 が 指 摘 さ れ て い る 。 し か し ， モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 学 は ，

こ ど も の 主 体 性 と 創 造 性 を 重 ん じ て い る 。 イ タ リ ア 文 化 を 愛 す る 人 々 の 関 係 性 は ， 親 子 関 係 に

も 反 映 し て い た 。 こ の こ と か ら ， イ タ リ ア の 時 代 背 景 の 影 響 が 考 え ら れ る 。 視 覚 的 フ ァ ン タ ジ ー

か ら 眼 に 見 え な い 宗 教 教 育 へ 移 り 変 わ る モ ン テ ッ ソ ー リ 教 育 学 に つ い て ， 探 っ て い き た い 。  
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